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北方生物圏フィールド科学センター生物生産研究農場 
Field Science Center for Northern Biosphere, Experiment Farm

全学教育「フィールド体験型プログラム」 
 

北方生物圏フィールド科学センター(FSC)の理念に全学教育貢献がある。その体現科目の１つ

がフィールド体験プログラムで、FSC施設やフィールド研究の場を学生教育に提供する。学生の関

心も高く、満足度の高い科目である（例示：2016 年後期）。(1)対象：全学生対象だが、実質 1-2 年

生。受講人数 80 名。(2)単位：夏季および春季休業中に集中開講、それぞれ 2 単位。(3)履修：Ａ

およびＢタイプ群からそれぞれ 2 プログラムを選択し、レポート提出。(4)ガイダンス：案内冊子を受

講生に配布。事例の「北大のエコ施設見て歩き」は省エネや再生エネを終日紹介するプログラム。 
 

●後期プログラムの例 （2016年度） 
 

A タイプ 
受講生と教員が一緒に訪問 
 
A1：低温研：自然体験学習 

雪と氷の科学 
A2：農場：学内エコ施設めぐり 
A3：農場：和寒町の雪中キャベツと 

チップ暖房 
 
 
A9：農場：洋ナシ剪定と園芸作業 

 
 
B タイプ 
受講生が自主的に訪問 
 
B1：エドウィン・ダン記念館：北海道開拓使 
B2：北大の植物園博物館 

（北大の歴史考察） 
B3：札幌市下水道博物館 

（下水システム） 
 
 
B10：自由訪問：課題を持って施設訪問

  
●ガイダンス説明資料の例 （A2プログラムの抜粋） 

1. プログラム名：A2「北大のエコ施設見て歩き」 
2. 担当教員： 
3. 日時：2016年 2月 20日（月）9:15から夕方 
4. プログラムのねらい：再生可能エネルギーを活用した学内施設を訪問し、 
効果や課題を考察。 

5. 訪問するフィールド 
① 農場・酪農生産研究施設：バイオガス ② 地球環境科学研究院：太陽光発電 
③ 農学部：ヒートポンプボイラー室予熱活用 ④ 農場：木質ペレットによるハウス暖房 
⑤ ポプラ並木前：バイオトイレ 

 

1. バイオガス 2. 太陽光発電 3. 自動融雪システム 4. ペレットボイラー 

 

  

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
〒060-0811 札幌市北区北11条西10丁目 ☎ 011-706-2584 
http://www.hokudai.ac.jp/fsc/farm/expfarm.htm  

選択 

搾乳左に糞尿ピット 

 

メタン発酵槽 

可動式パネル 

発電量モニター 

身障者駐車場 ボイラー外観 

アスパラガス萌芽 
ボイラー室余剰熱で 

温水供給 

 

訪問したフィールド 

温水供給 

温水供給 

 



〒080-8555 帯広市稲田町西2線11番地 teｌ 0155-49-5656 fax 0155-49-5654
URL: http://www.obihiro.ac.jp/~fcasa/index.html E-mail: field@obihiro.ac.jp 2

国立大学法人帯広畜産大学

畜産フィールド科学センター

畜産フィールド科学センターでは平成２８年に搾乳施設
の食品安全国際規格ISO22000を取得していましたが、今
回、牛舎まで範囲を広げてISO22000を取得しました。
食品安全マネジメントシステムのバージョンが2005年

版から2018年版に変更になり、更新審査と牛舎の追加審
査を併せて受審しました。
品質や管理体制が整うことで仕事の見える化が可能とな

り、業務効率の改善が期待されます。

搾乳施設

フリーストール牛舎

特別管理牛舎

給餌舎
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学校法人 酪農学園

フィールド教育研究センター

創立者 黒澤酉蔵
循環農法・健土健民を唱えた

酪農学園の建学の精神（キリスト教に基づく「神を愛し、人を愛し、土を愛する」三愛精
神および健土健民）と実学教育の理念に基づく教育の推進と質を保証するため、これまで附
属農場や元野幌農場などの附属施設において教育研究が行われてきました。

2014年（平成26年）からは、教育研究の充実を図る目的でフィールドの施設を一元化して
運営する「酪農学園 フィールド教育研究センター」を設置しました。

酪農生産、肉畜生産、作物生産の3ステーションを有する酪農学園フィールド教育研究セン
ターでは、1年生全員の必修科目となっている健土健民入門実習をはじめ、専門教育の実験・
実習・演習など、多様な教科の授業科目が展開されるほか、教員・学生の研究フィールドと
して高密度に活用されています。これらの施設・設備には農畜産関係者ばかりでなく、広範
な学会団体、市民団体などから多くの見学者が訪れ、農畜産業に関する最新技術の啓発・普
及の場としても利用されています。

～酪農生産ステーション～
酪農生産の実践的な教育・研究の場を提供する目的

で、フリーストール牛舎、自動搾乳システム牛舎、繋
ぎ飼い牛舎の三つの異なるシステムで乳牛を飼養して
います。また、循環農法に基づいた乳牛ふん尿の有効
利用による粗飼料生産と良質な牛乳生産と長命性を目
指した乳牛の育種改良を展開しています。

～作物生産ステーション～
施設として実習棟、ビニールハウス、各種ガラス温

室および圃場として各種露地圃場、展示圃場、サンプ
ル採取圃場を維持管理しています。これらは大学・高
校の教育における実習・実験に用いられているととも
に、大学における研究を実践する場となっています。

～肉畜生産ステーション～
肉牛（黒毛和種や日本短角種等）をはじめとして、

豚、鶏、めん羊などの畜肉や鶏卵生産を行っている元
野幌地区の施設群において本学園における肉畜や採卵
鶏、放牧採草地を活用した実践的な教育や研究活動を
サポートしています。

〒069-8501 北海道江別市文京台緑町582番地
TEL：011-386-1117 E-mail：rg-nojo@rakuno.ac.jp
FAX：011-386-1574 URL：http://www.rakuno.ac.jp

フリーストール牛舎 繋ぎ飼い牛舎

ガラス温室 ビニールハウス

肉牛牛舎 中小家畜施設
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    弘前大学農学生命科学部附属生物共生教育研究センター 

 

 

 

 

 

 

 

本研究センター主催の親子体験学習は小学生親子を対象に自然や農業との触れ合いを通じて，環境

と食物生産のかかわりを学ぶ体験型学習プログラムです．さまざまな学習プログラムを通じて親子が一緒

に挑戦するもので，平成 12年から毎年行っています．また，その過程を通して地域の人々や異学年児童

との交流を深める場を提供することも本学習の目的の一つです．  

 

20 年目を迎えた今年の親子体験学習では田植えから始まり，合計 5回の学習プログラムを用意して農

業の大変さや収穫の喜びを親子で体験しながら，親子の絆を一層深める場を設けました．今年は，①田

植え（モチ種），②サツマイモの植付け，③羊の毛刈り，④リンゴの摘果，⑤果樹園での昆虫採集，⑥稲

刈りおよび⑦自然乾燥，⑧リンゴの収穫と味比べ，⑨羊毛フェルト作り，⑩サツマイモの収穫と⑪焼き芋づ

くり，⑫収穫した米を使用しての餅つきの学習プログラムで，参加した親子は農業を身近に感じる契機に

なったと考えています． 

 

 

 

 

金木農場：〒037-0202 青森県五所川原市芦野 84-133 

Tel: 0173-53-2029   Fax: 0173-52-5137    E-mail：jm532029@hirosaki-u.ac.jp 

藤崎農場：〒038-3802 青森県南津軽郡藤崎町大字藤崎字下袋 7－1 

Tel: 0172-75-3026   Fax: 0172-75-5646    E-mail: jm753026@hirosaki-u.ac.jp 

 



北里大学獣医学部 
附属 

フィールドサイエンスセンター 
 

2019 

FSCの役割 
 FSC（フィールドサイエンスセンター）は、北海

道八雲町にある八雲牧場と、青森県の十和田キャン

パス構内に設置された十和田農場があります。研究

対象を土壌、植物、動物を含む農地と自然生態系全

体に置いており、食料生産、環境、生命系の架け橋

を築くことにより、大学の教育・研究に貢献し、こ

れらの研究成果を通じて広く地域社会の発展に寄与

することを目的としています。 

ご連絡先  北里大学獣医学部附属フィールドサイエンスセンター 

e-mail ： nojo@vmas.kitasato-u-fsc.jp    HP ： http://www.kitasato-u-fsc.skr.jp/ 

八雲牧場  〒049-3121 北海道二海郡八雲町上八雲751 

                  TEL : 0137-63-4362㈹ 

十和田農場   〒034-8628 青森県十和田市東23番町35-1 

                  TEL : 0176-24-4371㈹ 
instagram homepage 5 

十和田農場 

 十和田農場は大学敷地内に草地と家畜舎があり、牛、羊、ヤギ、豚な

どのたくさんの動物たちを飼育しています。今年度は新たな試みとして、

ラパAIという技術を用いて、めん羊の希少種であるマンクス・ロフタン

種に腹腔鏡下での人工授精を行いました。めん羊のラパAI技術は、日本

でのめん羊の飼育頭数の少なさと、機材入手と技術自体の困難さからあ

まり普及していませんが、希少種の維持や保存には欠かせない技術です。

今回は学内の繁殖関係の研究室と本学動物病院のご協力のもと、羊の人

工授精において先駆者である河野先生に依頼し実現しました。今後は、

北里大学で羊の人工授精を実施できる環境整備を目指しています。 

八雲牧場   八雲牧場では370haの敷地に約300頭の牛を夏期間は放牧、冬

は牛舎内で牧草サイレージのみで飼養しています。現在、牧場の

経済的独立を目指し、2022年に年間100頭の出荷を達成するた

め増頭中です。出荷された牛肉は生協・レストラン・ふるさと納

税返礼品など広く利用され、「北里八雲牛」のブランド名で地域

の特産品として位置づけられてきています。また、八雲町内のみ

ではなく放牧と自給粗飼料100％の生産方式の普及を他地域でも

生産指導・研究活動を始めました（山形県鶴岡市）。 

 7～9月にかけては学部学生をはじめ他学部、他大学の学生実習

も受け入れ、大学附属牧場唯一の有機畜産（肉用牛）実践牧場と

して、その生産から販売までとそれを取り巻く環境・自然・食な

ど多面的に学ぶことのできるフィールドとして活用されています。 

mailto:nojo@vmas.kitasato-u-fsc.jp
mailto:nojo@vmas.kitasato-u-fsc.jp
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生きものにやさしい「ふゆみずたんぼ」からの広がり 
当フィールドセンターの近隣には「蕪栗沼・周辺水田」としてラムサール条約（正式名称:特に水

鳥の生息地として国際的に重要な湿地に関する条約）に登録されている湿地があります。これは
湖沼だけでなく周囲の水田を含めて登録されている珍しい事例です。その理由は、蕪栗沼の周辺で
は普通なら水を張らない冬にも田に水を張り、渡り鳥に休息地や餌場を提供している水田があるか
らです。このような水田は「ふゆみずたんぼ」と呼ばれています。 
 当フィールドセンターでも 2009 年から「ふゆみずたんぼ」を開始し、水稲を無農薬・無化学肥料で
栽培し続けています。そしてこの「ふゆみずたんぼ」を研究、教育をはじめ、広い活動に活かしています。 

研究では、「ふゆみずたんぼ」は水生生物を保全する効果が高いことを確かめました。加えて、そこ
での水稲の収量性、養分の動き、温室効果ガス発生等の特徴を解明しています。 

教育では「ふゆみずたんぼ」と慣行水田（農薬や化学肥料を使った一般的な農法の水田）とを
比較しながら水田の生きもの調査を学生実習で行っています。また、自然と共生した地域社会づくり
を担う子供を育成するために、地元の NPO 法人とともに小学生による田んぼの生きもの調査を「ふゆ
みずたんぼ」周辺で実施しています。 

「ふゆみずたんぼ」で生産された米は「東北大にひとめぼれ」の名前で販売されています。これは、
東北大学の震災復興プログラム「復興農学」および「復興農学フィールド実習」で共に学んだ一般
社会人と大学生が、この農法で作られた米の素晴らしさを伝えるために行っている取り組みです。 

このように、生きものにやさしい「ふゆみずたんぼ」から新たな研究や教育が広がっています。当フィー
ルドセンターは、これからもこの「ふゆみずたんぼ」を広範な活動に活かしていきます。 

東北大学大学院農学研究科 

附属複合生態フィールド教育研究センター 

ふゆみずたんぼ 
「東北大にひとめぼれ」として米を販売（「東北
大にひとめぼれ」プロジェクト facebook より） 

東北大学大学院農学研究科 附属複合生態フィールド教育研究センター 

〒989-6711 宮城県大崎市鳴子温泉字蓬田 232-3 

TEL：0229-84-7311（代表）FAX：0229-84-6490 

E-mail：far-syom@grp.tohoku.ac.jp 

URL：https://www.agri.tohoku.ac.jp/jp/about/field/index.html 
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旗立農場の環境を生かした教育・研究 

公立大学法人 宮城大学 

宮城大学食産業学群がある太白キャンパスは、仙台市郊外の太白山を望む丘陵地にあ
り、住宅地と雑木林に囲まれて近隣に一般農地はありません。この自然豊かな環境のキャンパ
ス内に設置された旗立農場では、他の農地の影響を受けることなく、農場内に生息する微生
物や昆虫を使った実習、教育、研究が行われています。 

＜宮城大学食産業学群附属農場＞ 
E-mail:f-soumu@myu.ac.jp 
http://www.myu.ac.jp/site/shisetsu/taihakushisetsu.html  
◆旗立農場 
〒982-0215 宮城県仙台市太白区旗立 2-2-1 Tel:022-245-2211 (Fax:022-245-1534) 
◆坪沼農場 
〒982-0231 宮城県仙台市太白区坪沼字沼山 35-3 Tel:022-281-0053(Fax 兼用) 

食材としてのイナゴの養殖 

ビニールハウス内での大量飼育 

土着の昆虫病原菌による害虫防除 

農場内の露地ほ場や林内には、害虫などに感
染して死亡させる多様な昆虫病原菌が生息して
います。食資源開発学類植物生産科学コース 3
年次実習では、これら土着の昆虫病原菌を利用
した生物的害虫防除を学んでいます。 

近年、宮城県ではイネの害虫コバネイナゴの発生
が多くなっています。食資源開発学類植物病理学
研究室では、農場内にもたくさん生息するコバネイナ
ゴを付加価値の高い食資源として利用するため、養
殖技術の開発に取り組んでいます。 

野菜ほ場で病原菌に自
然感染して死亡した害虫 

昆虫病原菌の分離・培養操作 

保存卵からの人工ふ化 

ケージ内飼育での 
給餌草種比較試験 

培養した昆虫病原菌 

水田ほ場 ハウス棟 



連絡先 〒010-0451 秋田県南秋田郡大潟村字大潟6番地
℡ 0185-45-2858 E-mail f-center@akita-pu.ac.jp
http://www.akita-pu.ac.jp/bioresource/F-CENTER/ 9

大規模圃場と大型機械で
農作業が体験できる農場

本センターは干拓地の大潟村にある。1973年に秋田県立農業短期大学の附属農場として
誕生し、農業経営者・地域農業技術者の養成を担ってきた。現在は、秋田県立大学生物資源
科学部附属フィールド教育研究センターであるが、短大時の教育に使用された大区画の圃場
（1.25ha）は今でも残っている。それら圃場は、生物資源科学部の実習や研究で活用されて
いる。使用される農業機械は8条植えの田植機や6条刈の自脱コンバインなどであり、日本最
大クラスである。農業機械の維持・更新は大変であるが、大規模での農作業を体験でき、そ
して栽培研究ができるようになっている。

8条田植機での田植え 汎用コンバインでのダイズ収穫

自脱コンバインでの稲刈り 自脱コンバインでの稲刈り

秋田県立大学

mailto:f-center@akita-pu.ac.jp


〒997-0369 山形県鶴岡市高坂字古町５－３
山形大学農学部附属やまがたフィールド科学センターエコ農業部門（高坂農場）
TEL:0235-24-2278（代表) FAX:0235-24-2270
URL:http://www.tr.yamagata-u.ac.jp/~fschp/index.html

「在来作物」を教育・研究に取り込み、地域貢献にも生かす

農学部附属
やまがたフィールド科学センター

エコ農業部門（高坂農場）

「庄内柿」の剪定 「山形赤根ホウレンソウ」の播種

「だだちゃ豆」の土寄せ「カラドリイモ」の収穫

現在，エダマメをはじめ
60系統以上の在来作物の
種子を保存しており，一
部は展示圃場で栽培され，
生きている在来作物を現
場で見ることができます．
山形大学農学部ではこの
保存センターの利活用の
一環として保存している
在来作物についての研究
が多くの教員や学生，技
術職員により行われてい
ます．

山形大学農学部附属やまがたフィールド科学センターでは平成16年度より
山形県内の在来作物の保存を目的として「山形在来作物系統保存セン
ター」（以下保存センター）を設置，運営しています．
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福島大学食農学類附属農場

お問合せ： 〒960-8055 福島県福島市金谷川１
TEL: 024-503-4990
E-MAIL: nogaku-j@adb.fukushima-u.ac.jp



12 
 

 
 

 

 

 

草刈りロボットを活用したナシ園の省力的管理 
 

草刈りロボットとジョイント栽培で省力的ナシ生産体系を確

立し、生産量全国一位の茨城県のナシ生産に対する先進的

貢献に向けた取り組みを行っています！ 

 
 
文部科学省概算要求「Made in いばらきの技術で地域とアジア農業を先

導する教育研究拠点の強化」により実施 

連絡先 

〒300-0393 茨城県稲敷郡阿見町阿見 4668-1 

Tel: 029‐888-8702  Fax: 029‐888‐8715 

E-mail: fscenter@ml.ibaraki.ac.jp 
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                 筑波大学つくば機能植物イノベーション研究センター農場 

－大学農場の農産品販売を通した地域企業との連携－ 

＜大学内誘致企業と大学農場の連携＞茨城県を中心に展開している（株）カスミの筑波大学内店

舗が、平成 30 年 10 月にオープンした。この出店は、大学としては敷地の有効活用を進めるとと

もに本学学生の利便性を向上させつつ地元企業との連携を進めることを狙っており、また企業側

としても、大学の知名度を活かした宣伝効果などが得られることを期待している。そこで、学内

農場において、実習や研究活動を通して生産されている農産物を当該店舗で販売し、学内外への

アピールに活用することを検討した。 
＜学内店舗における農産物販売＞「カスミ筑波大学店」としてオープンする際に当農場の産品を

取り扱うために、筑波大学の産学連携担当職員と(株)カスミスタッフおよび農場スタッフで検討

を重ねた。民間スーパーでの産品販売は今までも不定期で実施した経験はあったが、定期的に販

売することは当農場として初めてのことで、出荷方法やパッキングなどを検討する必要が生じた。

またその際、大学農場産品であることを強くアピールし、大学と地元企業が連携している点を周

知できるような販売形態とすることを念頭に話し合いを行い、最終的には大学農場産品の特設コ

ーナー設け、販売することを決定した。 
＜農産物の販売状況とその効果＞令和元年 10 月で販売開始後 1 年が経過した。これまでに果樹

やイモ類、野菜を中心に販売しており、出荷したものはほぼ完売している。当初は、今まで農場

で販売していたときの顧客が主要な購入者であったが、時間と共に学生や周辺住民など新規の客

層が徐々に増えてきており、大学農場のアピールにもつながっている。また、生産物販売を通し

て農場をアピールするために、商標「T ぱーくん」を登録し、販売時に活用している。現時点で

は、農場での実習生産物を中心に販売しているが、(株)トーヨーエネルギーファームと提携した

特別共同研究事業で生産したトマトの販売を始めるなど、産学連携活動とリンクさせるなどの取

り組みも開始した。今後は、筑波大学で開発された新品種なども販売して、農場を通した研究成

果の広報にも活用していきたい。 

 
 
筑波大学機能植物イノベーション研究センター農場 
〒305－8577 茨城県つくば市天王台 1－1－1 TEL: 029-853-2541 FAX: 029-853-6205 
E-mail: center-jimu@nourin.tsukuba.ac.jp URL: https://farm.t-pirc.tsukuba.ac.jp/ 

オープンセレモニー（平成30年10月1日）の様子
とT-PIRC農場販売物コーナー

カスミ筑波大学店舗

Tぱーくん
（商標登録第6193668号）

地元スーパーとの連携による効果
＞大学農場としての知名度向上
＞農産物の効率的販売
＞教育／研究の成果公表の場としての活用



 
 

 
 

 

 

 

 

 

水稲部門で ASIAGAP 認証を取得 
宇都宮大学農学部附属農場では、2019 年 11 月 15 日に水稲部門で ASIAGAP (以

下 AGAP)の認証を受けた。GAP 認証に向けた取り組みは、学部長の要請を受けて前々

年の 2017 年 9 月から始まったものである。当初は GGAP 取得を目指したが、審査機

関との審査日程が折り合わず、2019 年度に入って審査受入可能な AGAP への取り組み

に変更をした。一見すると、ローカル GAP である AGAP は GGAP よりも格下に見ら

れがちである。しかしながら、AGAP は水稲に関しては玄米までを審査対象にしており、

国内での流通や保管がほぼ玄米ベースであることを考慮すれば、審査対象が籾までである

GGAP よりも上位であると考えられる。 

 認証にあたっては、まず 2018 年１月に宮崎大学農学部フィールドサイエンス研究教

育センターで GAP に関する指導を受けた。西脇亜矢也先生 (現大学附属農場協議会会長) 

をはじめ、スタッフから GAP の制度、宮崎大学としての取り組み、認証を受けた水稲部

門の現地見学など、まさしく GAP のいろはを学んだ。具体的な取り組みでは、栃木県の

全面的な支援を仰ぎつつ、場内の整備を進めた。特に農政部経営技術課の森聖二氏には、

作業マニュアルの提供と懇切丁寧な現地指導をいただいた。今回の認証は森氏の献身的な

協力なしにはなし得なかったと考えている。 

 水稲が対象とはいっても、農薬、肥料、農業機械などの管理は共通分野である。そこで

場内の園芸、機械利用部門と合同プロジェクトチームを立ち上げ、概ね週１回の打合せを

開催しながら場内の整備などに取り組んだ。最初は多

忙な中で果たして技術職員がどこまでやってくれるの

か、不安が大きかったが、鋭意取り組んでもらい、徐々

に形ができあがっていった。 

  10 月 1 日と 2 日の審査では、取り組み状況につい

て評価いただく一方で、管理運営体制に関する責任の

所在が曖昧である点などが指摘された。幸い指摘があ

った 14 点の改善事項については、適切な対応が全て

可能であり、無事認証を受けることができた。 

 

 

ASIAGAP の農場での活用 
 前記の通り、GAPの取り組みでは先輩格である宮崎大学の西脇先生より、「大学のGAP

取得は生産物の有利販売ではなく、学生教育に向けるべきである。」との教えをいただい

ている。この教えに倣い、GAP の精神を実習を通じてごく自然に学生が吸収できるよう

な体制を築き上げていきたい。また GAP は毎年更新のための審査がある。初年目の審査

ではまだ取り組みが不十分ながら、期待値をこめて保留になっている箇所が少なからずあ

る。これらの箇所については、初年目の審査通過後の中だるみが生じないように、引き続

き改善に取り組みたい。今後 2020 年 10 月に予定されている更新審査に向けて、取り

組みの精度を上げていきたいと考えている。 
 

 
 

                                １４ 

宇都宮大学 農学部 附属農場 
http://agri.mine.utsunomiya-u.ac.jp/hpj/deptj/farm/index.html 

問い合わせ先：宇都宮大学農学部附属農場 Tel 0285-84-2424 
〒321-4415 栃木県真岡市下籠谷 443   FAX 0285-84-2425 



千葉大学 環境健康フィールド科学センター
大学の世界展開力強化事業

15

－アジア・パナマ・ロシア－

千葉大学環境健康フィールド科学センター
千葉県柏市柏の葉６-２-１
Tel: 04-7137-8000  Fax: 04-7137-8008
URL: http://www.fc.chiba-u.jp/

施設園芸・植物工場に関わる英語での教育プログラムを2010年より開始しました。
文部科学省の世界展開力強化事業として、園芸学研究科、工学研究科と連携した
「植物環境デザイニングプログラム」(2010-14年度)では、アジアの大学間交流を
通じて、街中植物工場、小型植物工場のデザイン提案を含めて、企業と連携した
インターンシップやプロジェクトワークなどを実施しました。技術研修も含めた施設
園芸、植物工場に関わる内容での留学生を対象とした英語によるプログラムは、
国内で最初の取り組みであり、現在まで改善を重ねて充実をはかっています。 その
後、「ポスト・アーバン・リビング・イノベーション(PULI)プログラム」(2015-19年
度)では、日本で初めてパナマの大学との組織的学生交流を行い、「極東ロシアの
未来農業に貢献できる領域横断型人材育成プログラム(FARM)」(2017-21年度)では、
当センターが中心となり、極東ロシアの大学からの留学生を受け入れています。



    
 
 

⼤学院農学⽣命科学研究科附属⽣態調和農学機構 

Institute for Sustainable Agro-ecosystem Services
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 地域の総合病院と共同で高齢者のクオリティ・オブ・ライフの改善

に取り組んでいます 

 健康面への影響や精神的な満足感など、高齢者対象のリハビリテー

ションにおける農作業の効用の定量化を進めています 

 東大生態調和農学機構は、医食農連携を通じて活力ある超高齢社会

システム形成と地域社会活性化を推進します 
 

 

地域社会活性化のために 

わたしたちは 医農食連携に取り組んでいます 

〒188-0002 東京都西東京市緑町1-1-1 

TEL： 042-463-1611 FAX： 042-464-4391 

Email： admin@isas.a.u-tokyo.ac.jp  URL: http://www.isas.a.u-tokyo.ac.jp/ 
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農学部附属広域都市圏フィールドサイエン
ス教育研究センターでは、学生が実習教育
の中で多角的な農業経営を学べるよう、都市
型農業教育研究分野の中に農畜産加工係を
設けています。2 名の技術職員を配置し、畜
産、水田、畑作、蔬菜、果樹等その他係の生
産物を原料に、アイスクリームや味噌、ジャ
ムなどの様々な加工品を農場実習で製造し
ています。

東京農工大学 農学部附属広域都市圏フィールドサイエンス教育研究センター
FSセンター総務係 TEL：042-367-5800 FAX：042-367-5801

Email：fssomu@cc.tuat.ac.jp

東京農工大学

農畜産物加工実習の取り組み

アクティブラーニング（レシピ開発）

乳製品加工実習

これら製品はアンテナショップ「農工夢市場」
で直売され、消費者とのコミュニケーションを
図りながらファンベースの製品開発をしたり、
食材ロスの削減や収益向上を狙ったレシピの
開発などにフィードバックされます。直売所は
地域住民からも大変好評を得ており、収益性
の向上だけでなく、市民の方々と食の問題、
教育・研究の取り組み、飼養・栽培技術の話
題で盛りあがる交流の場となっています。

アンテナショップでの販売

円滑な実習教育の実施に向け、現在加工
施設の改修を進めています。新たな施設は
製造工程の見学にも対応しており、作業の
実際を室外から確認することができます。
施設の有効活用に向け、生産から加工、販
売、経営までの活動に学生自身が能動的
に取り組めるようアクティブラーニング形式
の加工実習についても検討しています。

実習教育の見える化に向けて

本学リーディング大学院生らが営利と農
業の活性化を目ざす企業化実践の中で開
発した桑の葉粉末を使用し、人気の高い
アイスクリームにアレンジしました。学内で
生産した桑と生乳を使用した農工大オリジ
ナルの商品です。

桑の葉茶・桑の葉茶アイスクリーム



学内の連携 

 玉川学内農場は、併設され
ている幼稚部から高学年（12
年生）までの幼児、児童、生
徒、学生の教育活動にも利用
されています。今年度、幼稚
部では、キウイフルーツの収
穫体験等を行い、低学年（5年
生）では、「稲作の学習」と
題して播種から収穫までを体
験しました。 

学生対象の資格取得講習会 

 昨年の3月と8月に玉川学内
農場にて労働安全衛生法によ
る大径木伐木等（チェーン
ソー）特別教育の講習会を実
施しました。教員、学生が参
加し、3日間に渡り講義や実技
の講習を行いました。 

連絡先：〒194－8610 東京都町田市玉川学園6－1－1 
    TEL＆FAX：042－739－8294 

18 

実習教育 

 玉川学内農場では、農学部
生産農学科、環境農学科、先
端食農学科の実習が行われて
います。果菜や葉菜の栽培や
水田での稲作を通して、基本
的な栽培管理や圃場周辺の環
境整備なども合わせて学んで
います。 田植え 葉菜類の間引き 

稲刈り 

伐木作業 整備 

キウイフルーツ
の収穫体験 



明治大学黒川農場 
 

明治大学黒川農場は、明治大学創設 130 周年記念事業の一環として、農学部（生田キャン

パス）の近くに立地し、年間を通じて体験型実習教育ならびに研究活動に対応できる農場と

して設立され、運営されています。 

黒川農場は、これからの時代をリードする明治大学の新たなサテライトキャンパスと位置

付け、①「未来型エコシステム（環境共生）」バイオマス等の自然エネルギーを活用するとと

もに資源循環型の生産方式による環境と共生する農場、②「里山共生システム（自然共生）」

生物多様性の保持とともに、子供・市民、学生等への環境教育の場として活用する農場、 

③「地域連携システム（地域共生）」川崎市が構想する“農業公園づくり事業”の中核的存在

として、市民や企業・行政と連携する農場、という 3 つのコンセプトを基本としています。 

さらに、黒川農場は、植物工場のような先端技術を駆使した生産システムと有機栽培などの

環境保全型生産システムを併せ持ち、幅広い実習教育や研究を可能としています。 

 黒川農場で行われる実習や研究、各種活動は、農学部のみならず他学部や地域社会、国際

協力まで視野に入れたものであり、黒川農場は、今世紀人類が進むべき方向を指し示す象徴

として、明治大学のシンボルの一つに位置づけられるものといえます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

黒川農場本館             農場実習の様子（圃場実習） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

農場実習の様子（里山実習）         農場実習の様子（農産加工実習） 

 

連絡先：〒215-0035 神奈川県川崎市麻生区黒川 2060-1 明治大学黒川農場 

     TEL：044－980－5300 FAX：044－980－5301 
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(連絡先) 日本大学生物資源科学部付属施設事務課
〒252-0880 神奈川県藤沢市亀井野1866 TEL 0466-84-3881
E-MAIL brs.ｆuzoku@nihon-u.ac.jp
URL http://hp.brs.nihon-u.ac.jp/~farm/index.html
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日本大学藤沢中学校フィールド実習
本学部キャンパスに隣接する併設校である日本大学藤沢中学校の１年生・２年生に
対し，農場において農産・畜産・農業機械の体験実習を行っている。
また，大学付置施設である食品加工実習所では，豚枝肉からソーセージに加工され
る段階までを学んでいる。
今年度は１年生１２７名，２年生１２６名の合計２５３名の生徒が受講し，食育教育の
一環として，生産から加工に至る現場を体験し，畜産や農業への関心を高めた。

【畑を管理する様子】

【生徒が作ったバター】

【トラクター試乗の様子】

農産

畜産

農業機械

農産実習は，実際に農作業を体験しながら，食べ物の大切
さや食文化，更に自然との関わりについて学ぶことを目的と
している。
毎週火曜日に年間を通して，農場職員とボランティアの大学
生と一緒に野菜の栽培を行う。
実習内容は畑の整地から，苗の植え付け，除草，最後には
収穫をし，野菜栽培の作業を一通り体験する。
栽培をする品種は約１０品種程度であり，季節に合わせて
トマトやトウモロコシ，サトイモ等，食卓に並ぶ馴染み深い野
菜である。
生徒達は野菜を栽培する大変さや，収穫する喜びを体験し
ていた。

農業機械の実習は，農業機械の運転を経験し，農業への
関心を高めてもらうことを目的としている。
生徒達は２班に分かれ，大型トラクターとミニパワーショベ
ルの試乗操作実習を行った。
大型トラクターには職員と生徒が同乗し，生徒が実際に
直進走行・旋回・切り返し等の操作を行った。
ミニパワーショベルではレバー操作の説明を受けた後，
生徒自身が操作を行い，穴掘りし，その穴を埋め戻す掘削
作業を行った。
初めて間近に見る大きな農業機械に生徒達は驚きの表情
を見せ，未経験の操作に戸惑いながらも試乗を楽しんでい
た。

畜産実習は，家畜の世話を実際に体験することで，食肉が
初めから製品の形で存在するものではないことを学ぶこと
を目的としている。
生徒達は最初に，家畜についての簡単な講義を受け，牛と
豚のイメージ図を各自に描いてもらい，それを持ち牧場へと
向かった。
牧場内では，飼育している牛やロバ，ポニーを見学し，品
種による違いや，自分の描いた絵との違いをよく見比べて
いた。
最後に搾乳施設の見学を行い，牧場内で搾乳をした生乳
を使ってカッテージチーズとバター作りを体験した。
液体だった生乳が形を変えていく様子に，生徒たちは興味
津々だった。



 

 

 

 

 

 

 

 

伊勢原農場は、厚木キャンパスから南西に車で約 20分（約 7㎞）丹沢山麓の平坦な台地にある 3haの

農場と、約 15 ㎞離れた相模川水系の水田地帯にある 2.9ha の棚沢圃場（厚木市下川入）との総称です。

2011年（平成 23年）に開場し、本学における農業実習プログラム及び試験研究の実践の場となっており、

野菜、果樹、花卉、造園、作物（育苗・調整等は伊勢原農場、水田及び工芸作物は棚沢圃場）及び農業機

械の６部門で運営しています。 

当農場は、農学研究を志す本学に在籍する全ての学生と研究者のための施設であり、各学科と農場の教

員及び技術職員が互いに協力して運営しています。また、海外協定校を始め、地元自治体、関連団体、自

治会、小・中・高等学校の体験実習や見学等も受け入れています。 

   
伊勢原農場野菜路地圃場から     伊勢原農場本部棟から           棚沢圃場 

 

 

 

本学農場の特徴的な制度で、農業技術の習得を目的とした、１年制の実践教育プログラムです。 

高等学校卒業見込み、または卒業１年目の方に応募資格があり、このプログラムで成績良好な方は本学

の優先入試の受験者として、農場長の推薦を受けることができます（ただし、優先入試の受験資格として

高等学校卒業時の全体の評定平均値が普通科 3.2以上、普通科以外は 3.5以上で最終選考に合格すること

が条件）。 

 詳しくは、本学ホームページまたは直接農場にお尋ねください。 

   

 

   

 

〒259-1103 神奈川県伊勢原市三ノ宮 1499‐1 

T E L ： 0463‐74‐5437 

E-mail ： farm@nodai.ac.jp 
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農学部 伊勢原農場 
伊勢原農場は東京農業大学の「実学主義」を実践する場です 

農場技術練習生制度 

野菜部門              花卉部門             果樹部門 

作物部門             入場・修了式       富士農場練習生との合同研修旅行 
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信州大学農学部附属アルプス圏フィールド科学教育研究センター (AFC) 

アルプスの里山でフィールドサイエンス 

 清らかな空気と水と緑に囲まれた環境で、より実践的なフィールドサイエンスを探

求しています。年間を通じて、季節の変化に対応したフィールドでのリアルタイムな

教育・研究を行っています。また、地域交流の一環として、ＡＦＣ祭ではブトウ狩り、

農産物の販売など学生ボランティアの協力を得て行っています。  

 

                        
 

 

 

 

 

 

 

 

 

キャンパスに隣接したフィールドでの実習 

講義と実習、実験室とフィールドの融合をめざし、教室で得た知識をすぐに隣接し

たフィールドで実践・確認できます。動物生産システム実習、植物生産一貫実習など

実習を中心に、11 科目を開講しています。作物生産と食品加工を組み合わせた内容

としては、漬け物加工、ジャム加工などを実施し、実習で栽培したヤマブドウやリン

ゴを原料としたワイン、ジュースやジャムの販売も行っています。 

また、八ヶ岳山麓ふもとの標高 1350m の野辺山高原に位置する野辺山ステーション

は平成 30 年度中部高冷地における農業教育共同利用拠点に再認定され、学内および

他大学の学生が参加する夏休みの３泊４日の植物，動物，生物を対象とした計３回の

高冷地生産生態学演習では、さわやかな高原で野菜の収穫や家畜の管理、自然探索、

そば打ちなどを体験します。 

稲刈り実習  洋ナシの袋掛け実習  

連絡先：〒399-4598 長野県上伊那郡南箕輪村８３０４  

     TEL 0265-77-1320  FAX 0265-77-1315

子ヒツジの体重測定  

キャベツの収穫に挑戦 野辺山にて  



 

信州大学繊維学部附属農場 

  －連携事業(上田紬活性化事業)への取り組み－ 
当附属農場は、上田市、上田商工会議所および上田紬織物事業者が取り組んでいる

「上田紬活性化事業」に参加協力している。「上田紬活性化事業」とは長野県上田市の

伝統産業であった上田紬を地元の繭で製品化することを目的に、“蚕都上田”を復活

させる地域活性化活動であり、今年で 7年目となる。 

農場では桑畑や養蚕設備を使用して原料繭生産を行い、一般市民を対象に講義や実

際の飼育を指導した。今年度は 25 名ほどの参加者が集まり、当番制で掃き立てから

収繭まで一連の作業を行った。 

飼育の結果、生繭で 81㎏の繭が収穫でき、実験研究用に 14㎏を使用し、残りの 67

㎏を上田紬織物事業者で製品にした。今後の地域アピールに活用する予定である。 
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掃き立て作業 桑採り作業 

上蔟作業 回転蔟での再上蔟作業 

集繭作業 生糸の出来上がり報告会 

〒386-8567 長野県上田市常田 3－15－1  ℡ 0268-21-5555 

E-mail  nojojm1@shinshu-u.ac.jp 



新潟大学農学部 

附属フィールド科学教育研究センター         
http://www.agr.niigata-u.ac.jp/fc/ 
 

JICA 草の根技術協力事業による国際貢献 
 

当センター耕地生産部 2名の専任教員を中心メンバーとした専門家チームは、2009

年から 2019 年まで三期にわたる日本国際協力機構（JICA）草の根技術協力事業に参

画し、中国黒竜江省で農業技術支援を実施しました。黒竜江省は中国最大規模の食料

生産基地でありますが、農業環境や食の安全に多くの問題を抱えています。これらの

問題を解決するため毎年栽培期間中に 3回ほど黒竜江省の農村に訪れ、実証試験や技

術指導を行ってきました。これまでに家畜糞の堆肥化、堆肥の施用による荒漠地の土

壌改良、土壌簡易分析法や栽培管理記録カードの使用による施肥量と農薬の低減など

の環境対策が構築され、現地の環境保全型農業の推進に大いに貢献しています。 
  

  
黒竜江省双城市順利村での堆肥作り      黒竜江省林甸県荒漠地での土壌調査 

  

  
黒竜江省綏化市北林区での土壌 EC 簡易測定    黒竜江省綏化市北林区での減肥栽培実証試験 

 

連絡先：〒950-2181 新潟市西区五十嵐２の町 8050 

    新潟大学農学部附属フィールド科学教育研究センター 

TEL: 025-262-6672  FAX: 025-262-6594                               26 

 



 
 
 
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【連絡先】〒921-8836 石川県野々市市末松 1-308 
TEL: 076-227-7531  E-mail: mtakai@ishikawa-pu.ac.jp 
URL: http://www.ishikawa-pu.ac.jp/research/blog/farm/ 27 

 

 

mailto:mtakai@ishikawa-pu.ac.jp
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岐阜大学 応用生物科学部

附属岐阜フィールド科学教育研究センター

http://www1.gifu-u.ac.jp/~gufarm/
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岐阜県、全農岐阜と岐阜大学での
共同事業体制の構築

岐阜大学は、岐阜県ならびに全農岐阜と連
携して、応用生物科学部附属岐阜フィールド
科学教育研究センター美濃加茂農場で飛騨
牛の繁殖・研修事業を実施することにした。
岐阜大学をはじめとする三者が各種補助金
を活用して施設を整備し、飛騨牛の繁殖事
業と新規就農者の研修事業を行うこととした。
また、岐阜大学の学生や研究者も、この施設
を活用し教育研究を行う。

飛騨牛繁殖研修事業の産官学共同実施

連絡先

〒501-1193 岐阜市柳戸1-1

国立大学法人 岐阜大学

応用生物科学部 附属岐阜フィールド科学教育研究センター

事務部 TEL 058-293-2971 FAX 058-293-2977

飛騨牛繁殖のための
新牛舎の建設

全農岐阜が主体となり、農林水産省畜産ク

ラスター事業の補助金を活用し、美濃加茂農

場に新畜舎と堆肥舎を建設し、2019年度

春に開設した。これによって、①全飼養

牛の畜舎収容による衛生管理、②飼養牛

の質的向上・数的拡大、③繁殖雌牛の増

頭による繁殖育成、の重点化を図る。

飛騨牛繁殖のための
新規就農者研修事業の準備

飛騨牛の繁殖に従事することを希望する新

規就農者の育成を図るために、2019年度に希

望者の募集を行い、2020年度に研修を開始

する予定である。年間2名の研修生を2年間の

予定で美濃加茂農場に受け入れ、岐阜大学

教職員が主体となって新築牛舎や整備した研

修施設を活用して指導する。研修終了後は、

岐阜県が中心となって就農先を検討する。



 
 

連絡先：愛知県愛知郡東郷町大字諸輪字畑尻 94 (Tel: 0561-37-0200、Fax: 0561-38-4473) 
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名古屋⼤学⼤学院⽣命農学研究科 
附属フィールド科学教育研究センター東郷フィールド（附属農場） 

  
有機質肥料連⽤試験圃場 

 
 東郷フィールドでは 1987 年に吉田重方教授（現・名誉教授）によって開設された各

種有機質肥料の長期施肥連用試験圃場を現在まで 30 年以上維持管理している。本圃場

は 1 区画面積約 50 m2(3 m×17 m)の 7 試験区からなり、もともとは粘土質のやせた黄色

土であったが、有機質肥料連用

区では作土層に明確な色の変化

とともに土壌の理化学性、物理

性に改善が認められている。作

付けは 1998 年以降毎年春作、秋

作の２回、スイートコーン、ハ

クサイをそれぞれ栽培してお

り、収量と品質、病害発生状況などを経年的

にモニターし、施肥管理と作物生産性の関係

についてのデータを蓄積している。 
 日常的な管理は技術職員が行い、定植・収

穫作業は東郷フィールドの教職員・学生と本

学の土壌学関連の研究室教員・学生のほか、

退職教職員、卒業生が参加して協同で実施

し、収穫物の食味試験も楽しんでいる。圃場

管理の一部は学部３年生の実習に取り入れ、

施肥管理と作物生育との関係を実体験する格

好の場となっている。また土壌は化学分析の

実習に用いられ、結果的に全ての学部学生の

教育に本圃場が活用されている。 
 本圃場は複数の有機質肥料施肥区があるほ

か、通常量以上の有機肥料を施肥する試験区

があることが１つの特徴で、研究資源として

も貴重である。その特徴を活かし、土壌有機

物の蓄積や形態変化、土壌微生物の生態・機

能などの研究に学内外で活用されている。ま

た、同一圃場内で生育状況の大きく異なる作

物が同時に存在する利点を活かし、ドローン

を用いた画像解析による作物生育のモニタリングやモデル化の研究も行われている。 

化学肥料 有機質肥料（1作あたり）

無肥料区 － －
化学肥料区 ＋ －
慣行区 ＋ 牛糞厩肥　2 t/10 a
厩肥多施用区 － 牛糞厩肥　10 t/10 a
コーヒー粕区 ＋ コーヒー粕堆肥　2 t/10 a
バーク堆肥区 ＋ バーク堆肥　2 t/10 a
食品排水汚泥コンポ区 － 食品排水汚泥堆肥　3.5 t/10 a
バーク堆肥区は、2004年度までクロレラ堆肥を施用

試験区の概要

図１ 無肥区、化肥区、慣行区、厩肥多施
用区の土壌断面（モノリス） 

図２ 定植１ヶ月後のハクサイの生育状
況のドローン撮影写真 



農学部附属農場 （作物・果樹・蔬菜・花卉・造園・畜産分野）

フィールドサイエンス研究室 （果樹・蔬菜・花卉・畜産分野）

■ 教育活動
・農場実習 （作物 ・果樹 ・蔬菜 ・花卉 ・畜産） の実施 （年間約 350 名）
・食品加工実習 ・農学部教員によるフィールド講義 ・ 実習
・遺伝資源のデータベース構築と公開 （http://agri-meijo-u.jp）
・遺伝資源を分野別にまとめた冊子 「学びのガイド」 の作成

遺伝資源データベース QR コード→

■ 社会－地域貢献活動
•春日井市との連携講座 「基礎から学ぶ栽培技
術」の開講
•市民を対象とした農学基礎講座や講演会の開催
•オープンファームの開催
•田植祭、 収穫祭の開催
•見学や遠足、 農業体験の受け入れ

■ 研究活動
・フィールドレベルでの研究
・異分野を融合した研究
・学内研究における共同利用
・学内外組織との共同研究
・学外からの受託研究

■ 生産 （主な生産物）
•水稲、 里芋、 馬鈴薯、 ニンニク、 枝豆 （作物）
•ブドウ、 柑橘、 ナシ、 イチジク、 クリ、 カキ
（果樹）
•大宝芋、 白菜、 大根、 茄子、 玉ねぎ （蔬菜）
•パンジー、 ペチュニア、 菊、 ヒマワリ （花卉）
•筍、 銀杏、 花木類 （造園）
•鶏卵、 ウズラ卵、 肉用子牛、 乳用山羊 （畜産）

■ 加工・利用
•漬物、 切り干し大根
•しめ飾り、 竹細工
•実習における農産物、 食肉 （豚、鳥）、

乳製品 （山羊乳） の加工

■ 循環
•耕畜連携による園芸副産物と堆肥の活用
•農場内未利用資源の活用

飼料、 農業資材 （敷材）、
未利用バイオマスからのメタン生成と利用

•循環式トイレの設置

名城大学 （春日井キャンパス） 農学部附属農場
〒486-0804 愛知県春日井市鷹来町菱ケ池 4311-2
Tel: 0568-81-2169 Fax: 0568-81-1589
農場 HP:http://www-agr.meijo-u.ac.jp/cgi-bin/farm/index.html
研究室 HP: http://www-agr.meijo-u.ac.jp/labs/nn023/

フェルジャル（蟠桃） 千両2 号

講演会 収穫祭

山羊乳チーズの作成

サボテンの給与 稲わらからのバイオメタン生成

高墨
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教育研究館



三重大学大学院生物資源学研究科
附属紀伊・黒潮生命地域フィールドサイエンスセンター

附帯施設農場

「夏休みこども体験学習」 を開催しました！

〒514-2221三重県津市高野尾町2072-2 電話：059-230-0044 FAX：059-230-1463

URL： http://www.bio.mie-u.ac.jp/academics/undergraduate/facilities/fcs/farm/

Email:f-kanri@bio.mie-u.ac.jp

２０１９年８月６日（火）・７日（水）に三重大学
附属農場にて，２４日（土）に高野尾花街道 朝
津味にて，小学4年生～6年生を対象とした「夏
休みこども体験学習 めざせ！トマトマイスター
プロジェクト」を開催いたしました。

８月６日・７日(２日間同一内容で開催)には，
トマトの収穫からトマトジャムの瓶詰加工，ＰＯ
Ｐ作成をしました。24日には朝津味にて自分た
ちの作ったラベルを貼ったトマトジャムの販売
体験を行いました。

はじめにミニトマトを収穫 収穫したミニトマトでジャム作り

みんなで考えたラベルを瓶に貼り付け 朝津味の店頭にて販売

３２

http://www.bio.mie-u.ac.jp/academics/undergraduate/facilities/fcs/farm/


〒619-0218 京都府木津川市城山台4丁目2番地1
TEL: 07７４-94-6405
E-mail: a60noujo@mail2.adm.kyoto-u.ac.jp 33

第23回附属農場公開講座

京大ウィークスの一環としてオープンファームを開催しました

2019年11月3日に京大ウィークスの一環としてオープンファームを開催しました。農場産の農
産物の販売に加えて、普段立ち入ることができないエリアを巡る農場ツアーや市民参加型の農
業体験などを行い、のべ８６８名の参加がありました。また、第２３回附属農場公開講座を同時
開催し、３名の農学部教員が講師となって京大農学部の最新研究を紹介しました。
オープンファームは今年も11月に実施予定です。

京都大学大学院農学研究科附属農場は、2016年4月にけいはんな学研都市木津中央地区

（京都府木津川市）に移転しました。新農場では、食料・環境・エネルギー問題の解決に向けた
次世代の農業技術の開発と実証のための研究に取り組んでいます。また、最先端の農業生産
施設と設備を活用しながら、本学の学生だけではなく他大学・他学部の学生を対象とした実習
教育の場を提供しています。農場内には同研究科植物生産管理学分野の研究室があり、大学
院生、学部生が様々な研究に取り組んでいます。

研究紹介・実験器具展示

農業機械自動走行
デモンストレーション

農場ツアー（蔬菜・花卉コース） 農業体験（イネの収穫）





 

                              

〒619-0244 京都府相楽郡精華町北稲八間大路74  ℡0774-93-3251 kpufarm@kpu.ac.jp   

 附属農場エントランスの洛いもグリーンカーテン 

中学生職場体験学習 

定植から水やり、収穫、食育まで保育園との連携事業 

農業体験ユーカルチャー（小学生コース） 

 京都府立大学生命環境学部附属農場では、所在地の精華町をはじめ、周辺市町村との連
携のもと、地元特産品の開発など産業振興、食育事業、小学生・一般府民向けの農業体験事
業「ユーカルチャー」事業、中学生の職場体験事業やキャンパス内にある京都府生物資源研
究センターとの合同施設公開事業などを実施することで、地域貢献を行い、大学に親しんでも
らいながら、地域の活力を高める取組を教員と学生で行っています。 

 特に、奄美地方、沖縄諸島などの亜熱帯地方で栽培されるダイショ（Dioscorea alata、ヤマ
ノイモ科）の中から、食味のすぐれる系統を選別し「洛いも」と名付け、地元精華町と連携し地
域の特産物として普及をすすめています。また、地球温暖化対策や節電対策にも乗って、グ
リーンカーテンに適したイモとして報道機関でも取り上げられ、「府大の地域貢献」を広く知ら
せるものとなりました。 

 

        京都府立大学生命環境学部附属農場 

「農」に親しむイベントで地域貢献 
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京都府立大学附属農場 全景 

mailto:kpufarm@kpu.ac.jp


大阪府立大学生命環境科学域 

      附属教育研究フィールド 

地の利を活かす！大都市隣接・キャンパス内フィールド 

 本フィールドは、政令指定都市、堺市に立地

する大阪府立大学中百舌鳥キャンパス内に設置

されています。大都市、キャンパス内立地の利

を最大限に活かし、学内の関連教育研究領域、

関西圏の教育研究機関、食農産業と連携を図

り、質の高い教育、知財、高度技術、府大ブラ

ンド、高度農産物を提供しています。また、次

世代教育に関心をよせ、都市に住む小中高生

が、｢生命｣、｢食｣、｢農｣、｢環境｣に関する意識

を実体験を通じて高めることができる実体験型

食農プログラムを提供しています。 

実習教育「2回生フィールド実習」 

（有色米資源の生産性の評価） 

遺伝資源 

「約200系統のイネ資源」 

食農教育「小学生田植え見学」 
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産官学、学内連携研究「馬糞の効率的堆肥化および農資材化」 
各種技術研修会「新規付加価値作物の導入」 

生産者への情報提供（大阪における野菜パパイアの栽培） 

 〒599-8531  

  堺市中区学園町1-1大阪府立大学 生命環境科学域支援グループ 電話072-254-9400  

  imahori@plant.osakafu-u.ac.jp    http://www.biosci.osakafu-u.ac.jp/field/  

フィールド堆肥化施設（馬術部馬糞リサイクル） 

フィールド畑での効果の検証 
馬糞堆肥育苗培土で育成したイネ苗の

生育評価（協力農家での実証栽培） 



   神戸大学大学院農学研究科 

附属食資源教育研究センター 

「青空教室」 
市内(兵庫県加西市)の子供たちに農業体験を通じて、農業とはどんなものかを学ん

でもらい、センターがどんな場所か知ってもらおうと 2017 年から年 2 回夏と秋に行

っています。 

体験内容：バレイショ収穫・試食、田植え、稲刈り・脱穀、ブドウ摘粒・収穫 

ナシ収穫、カキ脱渋、牛舎見学、牛・鶏とのふれあい、鼻紋採取 

 

←初回参加者は 8名 

 

今では総勢 40 名超に→ 

 

 

←バレイショ収穫作業の後

はお楽しみの試食タイム、

の前にミニ講座 

↑ブドウ摘粒の説明中(どう話せばちゃんと聞いてくれ 

るのか悩みます) 

←渋柿を食べて渋い顔

に(後でちゃんと渋抜き

したものも食べました) 

↑         

牛舎の案内中、大きな牛にびっくり 

センターでいろいろなことを知ってもらおうと始めた教室ですが、保護者の方や子供

たちとの触れ合いで思わぬ発見があり、職員の学びの場にもなっています。 

 

連絡先：住所 〒675-2103 兵庫県加西市鶉野町 1348 

電話 0790-49-0341 e-mail ans-centerjim@office.kobe-u.ac.jp 
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マンゴーのハウス栽培(約40 a)を1987年から行っており，2008
年にはマンゴーとして日本で初めて，新品種「愛紅（あいこう）」を
登録した．現在では「千疋屋総本店」や「伊勢丹」にて販売され，
「近大マンゴー」の愛称として市場で高い評価を受けている．

38
所在地
〒643-0004 和歌山県有田郡湯浅町湯浅2355-2
TEL: 0737-62-2953

近畿大学附属農場(和歌山県湯浅町)

～熱帯果樹と柑橘類を中心とした栽培を目指して～

柑橘遺伝資源保存園

新品種「愛紅（あいこう）」
マンゴーの市場出荷

系統保存している柑橘類果実

柑橘遺伝資源保存園では，約200品種の柑橘植物を系統保存
しており，機能性を見出す薬用利用研究にも取り組んでいる．
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龍谷大学 農学部牧農場 

―「食の循環」から農をとらえ、地球的課題の解決を図る― 

〒520－2194 大津市瀬田大江町横谷 1－5 Tel：077-599-5601 

E-mail：agr@ad.ryukoku.ac.jp URL：http://www.agr.ryukoku.ac.jp/

TOPIC 1 農場の収穫物を使用した『受験生応援スープ』を企業と連携して開発・販売

学生が農場で栽培・収穫した作物を使用し、商品化するまでの一連の流れを学ぶ機会として課

外活動プロジェクトを実施。 （株）京阪レストラン「ジューサーバー」と連携し、農学部生が栽

培・収穫した「バターナッツかぼちゃ」を商品開発し、期間限定で販売を行いました。受験シー

ズンにあわせて、大学受験を控える高校生を応援する意味を込めた「受験生応援スープ」として

販売し、心と体が温まる特別な 1 杯として、メディアにも取りあげられました（2019 年 1 月）。 

連携第 2 弾として、学生が育てた龍谷大学牧農場産メロンを同社監修のもと、メロンジュース

に仕上げ、京阪電車「龍谷大前深草（りゅうこくだいまえふかくさ）」駅の誕生イベントで提供し

ました（2019年 10月）。

TOPIC 2 作物生産分野における SDGsの取り組み

SDGsの 1項目である「陸上生態系の保護・回復」は農業生産分野の重要な課題です。資

源生物科学科の大門研究室（作物学）では、環境に優しい作物生産技術の一つとして多様な

マメ類の特性を生かした作付体系の研究に取り組んでいます。異常気象や人口増加の影響に

より、食糧の安定供給が地球規模で厳しい状況になっている今、周辺環境への負荷を押さえ

て、化石エネルギーの投入量を少なくした持続的な作物生産体系の確立をめざし、その基盤

となる様々な農作物の研究に取り組んでいます。大門研究室の取り組みは 2019年度滋賀県

の SDGs活動支援事業補助金に採択され、活動の幅を広げています。

TOPIC 3 農が拓く世界

「食」や「農」に関連する産業は、「持続可能社会」の実現に貢献する分野として世界的に注

目されています。様々な業種の企業が農業や食の分野へ参入するなど、社会の幅広いフィールド

で食と農の知識を備えた人材が求められている中、龍谷大学農学部では「農」を通して、興味を

追求し、知識と技術を身に付けた人材の育成に取り組んできました。龍谷大学農学部での 4年間

を経て、新たな世界に期待を寄せた学生からのメッセージを紹介します。 

mailto:agr@ad.ryukoku.ac.jp


鳥取大学農学部附属フィールドサイエンスセンター

◎地域農業に役立つ農作業軽労化の取り組み
山陰地方はほとんどが中山間地域に含まれ、区画の小さい圃場や傾斜した
圃場が多い地域です。特に地域特産物であるナシ、ラッキョウ、芝などの
栽培では、多くの作業が手作業で行われています。農家が高齢化する中で、
農作業の機械化が急がれます。その中でさっそく、地域や地元企業と連携
して芝の収穫機を開発し、生産者の労働力軽減を実現させました。

芝収穫機の開発 開発した芝収穫機

◎多作目に携われる実習の実践
学生が多くの作物に携われる実習を実践するために、湖山キャンパス内

にある湖山農場で水稲4品種、畑作物10作目、牧草2草種、ハウス野菜8作
目、花卉18作目、果樹4作目（リンゴ、ブドウ、カキ、ナシ）を栽培管理
しています。特に、ナシは鳥取大学が育成した6品種（秋栄・瑞秋・早優
利・爽甘・瑞鳥・優秋）を含む17品種を栽培しており、摘果、袋かけ、収
穫など実習に活用するとともに、実験樹としてニホンナシ研究の推進力に
なっています。また、地域特産作物であるシロネギには機械化による調製
実習、ラッキョウには栽培から加工までを組み込んだ体験実習など、特徴
的なプログラムで実習の高度化に取り組んでいます。

田植え実習 １棟10 aの大型ハウス 鳥取大学育成品種「秋栄」
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連絡先 〒680-8553 鳥取県鳥取市湖山町南4-101
TEL：0857-31-5600

Email：k-kondo＠tottori-u.ac.jp



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

研究材料として供試

し、新技術開発を目

指しています。 

 

 

 

 

 島根大学附属生物資源研究教育センターでは約 160 品種のサクラを植栽しており、遺伝資源とし

て保存・維持しています。これらサクラ遺伝資源の保有数は、大学機関としては最大級、研究機関と

しては西日本最大であり、これは島根大学附属農場の強み・特色の一つでもあります。この豊富で貴

重なサクラ遺伝資源を活用してサクラに関する教育や研究，そして地域貢献を行っており、このよう

な活動を通して、島根大学からサクラに関する知識や栽培技術などの情報を発信しています。 

連絡先： 〒690-1102 島根県松江市上本庄町 2059  

Tel:  0852-34-0311    E-mail:  lif-honjo@office.shimane-u.ac.jp 

サクラ遺伝資源 

地域交流 

サクラ切り枝

の周年開花 

サクラの接ぎ木 
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教育：学生実習 

サクラの生態説明 

実習を通して、サクラの栽培技術や増殖技

術を教えています。 

研究：卒論研究 

＜農場の一般開放＞  

毎年 4 月のサクラ開花時に農場を地域

市民の憩いの場として開放し、その際に

サクラに関する研究や技術紹介を行い、

農場と地域との交流の場としています。 

農場一日開放日の様子 



 

岡山大学農学部属山陽圏 
フィールド科学センタ－ 

 
 
 
 
岡山大学農学部附属フィールド科学
センターでは、約９ヘクタールの水田
で水稲の栽培を⾏い、収穫されたコメ
は大学生協の食堂で「岡大ライス」と
して提供され、また販売所を通じて地
域住⺠の皆さんに親しまれています。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
また、中四国の国公⽴大学と大学間連
携フィールド演習の⼀環として毎年 
 
また、「「晴れの国岡山」農場体験実習」
を開催して学生に農業の生産フィー
ルドにおける実践的技能の基礎を身
に付けてもらっています。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
さらに、定期的に小学生を対象に「ジ
ュニア公開講座」を開催しています。
2019 年度は 6 月 15 日、10 月 19 日
の２日間で開催しました。 
 参加していただいた皆さんには本
物の田んぼで本物の稲（岡大ライス）
を栽培し、稲作に関する基礎と最近の
生産技術について体験してもらうと
ともに、実験を通じてイネの植物とし
ての特性や「田んぼ」の生態系の成り
⽴ちを理解してもらえたらと考えて
います。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

〒700-0084   
岡山市北区津島桑の⽊町 1-62 
電話︓086-251-8392  (直通) 
FAX︓086-251-8401 
   ksaitoh@okayama-u.ac.jp   
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•食品実験
実習工場

•精密実験圃場

•家畜飼育施設

•飼料生産圃場

陸域
生物圏
部門

動植物
精密実
験部門

食資源
機能開
発部門

循
環
型
農
場

中四国地域で唯一
文部科学省から教育関係共
同利用拠点として認定を受け
た食農環境教育施設です！

家畜の生産物
を食品加工！

食料の生産環境と食の安全に配慮した循環型
酪農教育を様々な学生のニーズに合わせて

提供しています！

乳牛のブラッシング ヨーグルト製造

肉牛の集牧合宿

牛乳の試飲搾乳実習

飼料給与飼料作物実習

〒739-0046 広島県東広島市鏡山2-2965
連絡先 電話：082-424-7972 e-mail：fscfarm@hiroshima-u.ac.jp

乳牛を主体
として１００頭
規模の家畜
を飼育！

農場の四季を通して生
命のサイクルを体験す
る食農フィールド科学

演習

他大学•自大学
農学系学生

酪農フィールド
科学演習

他大学•自大学
非農学系学生

命の尊厳を涵養する
食農フィールド
科学演習
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他大学
保育学系学生

食育フィールド
科学演習

保育者のための食育
フィールド
科学演習

幼稚園・保育園
の教員

Animal Science and 
Technology

留学生

他大学•自大学
学生

広島大学大学院統合生命科学研究科
附属瀬戸内圏フィールド科学教育研究センター

西条ステーション（農場）

2020年から

再認定決定
（３期目）！

NEW!



今年も盛り上がった食品資源フィールド科学演習
中四国大学附属農場が連携した演習科目です。2018年は豪雨災害と台風接近
の影響でやむなく開催中止となりましたが、2019年は9月10日～13日で開催
し盛況でした。本学から14名、他の7大学から17名の計31名が参加し、6次産
業化の基礎と課題について、自らの体験や見学調査を踏まえて学びました。

見学は三次市の福田農場（米粉パン加工）、
道の駅たかの（販売）、青才リンゴ園（農
業経営）を訪問し、課題を持ち帰って最後
は各班でプレゼンテーション。よりよい経
営のために、意見交換も活発盛況でした。

西日本では珍しいリンゴ栽培の実習ができる
当農場。初めに管理の流れを学習し、品種つ
がるの収穫体験を行いました。また、BBQ
交流を目的に夏野菜の収穫もしました！

所在地 〒727-0023 広島県庄原市七塚町5562

TEL ：0824-74-1844 Eメール：kohmura@pu-hiroshima.ac.jp

県立広島大学・生命環境学部附属
フィールド科学教育研究センター
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ピザやパン加工は地元業者の方から学び
ました。どれも美味しくできて、「もう
食べられないよ」というのが正直な感想
です。他にも夏野菜を使ったカレー作り
体験や６次産業化の講義もありました。

リンゴや野菜はそのまま食べてもとても美
味しいのですが、ピザやパン加工実習にも
使いました。また、糖度や抗酸化作用実験
にも使いました。
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香川大学農学部附属農場
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中国・四国大学間連携フィールド演習
『傾斜地フィールド演習』

平成28年度より中国・四国大学間連携フィールド演習に参加することに
なり、夏休み最終週に3泊4日の日程で『傾斜地フィールド演習』を実施し
ました。当農場は、山の斜面等を利用する傾斜地農場として始まったこと
から、その特性を生かして傾斜地での作物生産や生産物の加工実習などを
企画しました。
本演習を通して、傾斜地農業の実態に触れ、体験することで傾斜地農業

についての理解を深めてもらうとともに、自大学のみでは得られない経験
をすることで学生の視野がさらに広がることを期待しています。

さぬきワイナリーの見学

（1日目）
当農場産ワインブドウ「香大農R-1」を出荷し、ワイ

ン製造を行っているさぬきワイナリーの見学を行いま
した。

（2日目）
農場内傾斜地での果樹配置や水管理などの説明や斜

面用草刈り機の体験等を実施しました。午後には香川
県善通寺市の農研機構西日本農業研究センター傾斜地
園芸研究領域を訪れ、カンキツのマルドリ方式栽培園
地や傾斜地対応園芸施設等を見学しました。

（3日目）
附属農場産の白米や米粉を使用したお米パンの加工

やミカンの摘果作業とその摘果ミカンを使用したジャ
ムの加工等を実施しました。

（4日目）
演習で学んだことについてプレゼンテーションを

行ってもらいました。学生たちは前日の夜から睡眠時
間を削って発表の準備をしていました。

＜連絡先＞
住所:〒769-2304 香川県さぬき市昭和字谷乙300-2
TEL:0879-52-2763，Eメール:afjimt@jim.ao.kagawa-u.ac.jp

西日本農業研究センターの見学

加工実習



愛媛大学農学部附属農場  

       海水を利用した高品質ミカンの生産 

 
 「柑橘王国」愛媛では、主なカンキツ園は海岸近くや島嶼部に立地
しているため、海水を身近な無料の資源として捉え、高品質果実生産
に生かす研究を行っています。すなわち、ウンシュウミカンの樹冠下
に表層海水を土壌灌注して、根の吸水抑制を通じて水ストレスを付
与します。この時の水ストレスの程度が重要で、早朝の水ポテンシャ
ルが対照区より 0.3～0.5 MPa 低くなる程度に維持してやると、落葉
などの副作用を及ぼすことなく、糖度を１～２ oBrix ほど高め、美味
しいミカンができることを明らかにしています。 
 これまでの研究は単年度処理のため、今後は連年処理の可能性や
それを可能にするための対策等についても検討し、近い将来には愛
媛大学ブランドの確立を目指しています。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

農場のウンシュウミカン栽培状況 

海水用のタンクと点滴灌漑ポンプ 

樹冠下の点滴チューブ 

＜連絡先＞愛媛県松山市八反地甲 498 

電話：089-993-1636 

e-mail: nokaikei@stu.ehime-u.ac.jp 

４７ 



農林海洋科学部
附属暖地フィールドサイエンス教育研究センター
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高知大学では、高知県が採択された内閣府（平成30年度地方大学・地域産業創生交付金）産学
官プロジェクト『“ＩｏＰ（Internet of Plants）”が導く「Next次世代型施設園芸農業」への進化（以下「ＩｏＰ
事業という」）』における参画機関として地域の中核的産業振興にむけ、最先端の研究や教育（専門
人材育成）により、日本全国や世界中から研究者・学生が集まる「キラリと光る地方大学」を目指して
いくこととしています。

高知県ＩｏＰ事業の概略図

高知大学農林海洋科学部附属暖地

フィールドサイエンス教育研究センター
〒783-8502 高知県南国市物部乙200

TEL：088-864-5114

令和元年度、農場にＩｏＰ教育ハウス2棟、Ｉ
ｏＰ研究ハウス2棟を建設しました。
環境制御装置を装備し、ＩｏＰ事業におけ
る研究・教育活動を推進する環境を整備
しました。

教育

県内高等教育機関（高知大学、高知県立大学、高知工科大）の連携プログラムとして、令和
2年度より「ＩｏＰ連携プログラム（大学院特別プログラム）」を新設し、最先端施設園芸の理論
と技術を深く学び、高知県内に生産、技術開発、教育・研究、普及指導の分野で活躍できる
人材を育成します。社会人教育「ＩｏＰ塾」も開講します。

研究

トップレベル人材（九州大学北野教授、東京農業大学内野教授）を招聘し、本プロジェクトを
通じて、育種から栽培・流通・加工・消費まで、多様な園芸作物の生理・生育情報のＡＩによ
る可視化と利活用を実現する最先端の研究を実施し、高知大学物部キャンパス(農林海洋
科学部）を拠点に、基礎研究から応用研究、実用化まで一貫して行える体制を構築します。

地方大学・地域産業創生交付金事業

“ＩｏＰ(Internet of Plants)”が導く「Next次世代型施設園芸農業」への進化

http://www.kochi-u.ac.jp/index.html


 

九州大学農学部附属農場で育成したブドウ「BK シードレス」は，２０１１年に品種登録されま

した（登録番号 20373 号）．同年から，農家等による現地試験栽培を開始し，全国各地の様々

な栽培条件でも良質な果実を生産できることが明らかになってきました．全国で唯一 15 年以

上の「BK シードレス」の成木を有する当農場では，「BK シードレス」の栽培管理技術を学ぶた

めの研修会も開催されています．2015 年には業者による苗木の販売が始まり，日本各地で

「BK シードレス」の産地化が進んでいます． 

「BK シードレス」は，ブドウの栽培管理技術を獲得するための教材としてだけでなく，大学の

研究成果が社会でどのように活用されていくのかを身近に感じることができる独自の教材とし

ても活用されています． 

九州大学農学部附属農場 

九州大学育成ブドウ「BK シードレス」を活かした教育 

【連絡先】 

九州大学農学部附属農場 

〒811-2307福岡県糟屋郡粕屋町原町111 

TEL：092-612-2862 

FAX：092-612-2872 

E-mail：chousa@farm.kyushu-u.ac.jp 

Web：http://www.farm.kyushu-u.ac.jp 
加工用果実としても利用拡大中 

種子なしで糖度が高い「BK シードレス」の果
実は加工用としても注目され，レーズン，カレー，

ジュース，シャーベット，ドレッシングなどの原材料

としても利用されています． 

「BK シードレス」の特長 
・種子がなく，食べやすい． 
・糖度が高く，食味が良い． 
・省力的に栽培できる． 
・加工にも適する． 

「BK シードレス」を用いた実習 

年間を通して様々な栽培管理作業

を行っています． 
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生産者等への技術指導 

全国各地の生産者等への技術指導も

行っています． 



佐賀大学農学部附属 

アグリ創生教育研究センター 

 

太陽光利用型植物工場 誕生 

 

令和元年６月に本格的なオランダ式の太陽光利用型植物工場がオー

プンしました。 

 

葉物野菜（レタス、チンゲンサイ、ネギ、コマツナ、パクチー、バジ

ル、セルフィーユ、ディルなど）やトマトを周年栽培しています。 

地域における自律的な農業の発展に貢献できる、高い専門知識や利

用技術を持った人材を供給することを目的としており、学生実習、野

菜生産、施設園芸研究を３つの柱として活用しています。 

 

植物工場には、３つの栽培室と講義室が用意されており、栽培技術の習得以外にも、環境制御

技術の理論について実技を交えながら深く学んでいくことができます。農学部の学生でも、こ

のような植物工場を初めて見る者も多く、良い刺激となっています。また、農学部以外の学生

や高校生の実習などにも広く活用されています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
〒849-0903 佐賀市久保泉町下和泉 1841  
TEL.0952－98－2245  http://www.aic.ag.saga-u.ac.jp/ 
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全 景 実習の様子 葉菜類の栽培 

NFT 方式の栽培ベッド 
で常時 20 種類以上の野
菜を栽培しています。 
 

佐賀大メインキャンパ
ス内に設置されました。 
 

養液栽培で、播種、定植、
収穫する初めての体験
に、学生は大喜びです。 
 

http://www.aic.ag.saga-u.ac.jp/
http://www.aic.ag.saga-u.ac.jp/
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木花フィールド（農場）
Kibana Agricluture Science Station

http://www.fsc.miyazaki-u.ac.jp/index.html

 

早朝に収穫実習！そして自分達で販売！ 
  

 

 

 

 

 

 

 

 

スィートコーンは高温によって糖分が低下することから，収穫は早朝に行われます。

当フィールドでもスィートコーンを栽培しており，農学部植物生産環境科学科の「農場

実習」ではこの時だけ早朝に収穫実習を行っています。学生は眠い目を擦りながらも，

大きさや熟度を確認しながら収穫します。収穫した後は講義に向かいますが，お昼休み

になると再び農場へ。収穫したスィートコーンは技術職員によって調製・袋詰めされま

すが，その商品を自分達で販売します。学生達には経済的・経営的観点からも理解を深

めることができた実習ではないでしょうか。 
 

“農薬散布”を学ぶ！ 
農薬散布は，農業生産において必ず行う管理作業ですし，学生の卒業研究の中でも必

要となる場面もあります。しかし，農薬散布を実習で取り扱うには様々なリスクが考え

られます。そこで，“牛乳”を農薬に見立てた上で電池式噴霧器を用いて植物に散布す

る実習を行いました。観賞用ヒマワリを“生産物”として，そこに調整した農薬ならぬ

“牛乳”を散布しましたが，ほとんどの学生が葉の表面のみに散布していました。病害

虫や風，散布者への影響等を解説した後に再度散布をしてもらいましたが，植物体に均

一に散布することの難しさを習得することができました。 



環境園芸学部附属フィールドセンター

「園芸学」、「造園学」、「自然環境」の3分野からなる環境園芸学部の実習教育・フィールド研究と
社会貢献の現場を担っており、キャンパスに隣接した約3ヘクタールの敷地内に、温室24棟、実習
圃場、樹木生態園、造園実習棟、モデルガーデンや造園用各種重機を備えています。

〒885-0035 宮崎県都城市立野町3764番地1 TEL : 0986-21-2111 FAX ： 0986-21-2113
HP : http://www.nankyudai.ac.jp           Mail ： farm@nankyudai.ac.jp

■ 造園学分野
伝統的な日本庭園や西洋庭園、ガーデニング、エクステリ
アから広大な自然環境までにかかわる一連の調査、計画、
設計、施工、管理、運営を取り扱う造園技術を習得すること
を目指します。また、生活と環境の質を高めることを目的とし
て、植物や造園・園芸文化を基礎として、社会福祉や環境
創造に貢献できる技術を学びます。

■ 園芸学分野
経済性と環境保全を両立できる各種作物の栽培技術を
習得します。生命科学や分子工学の手法を用いて、社会
に求められる植物品種を育種し、植物の生理現象の理解
を深めます。さらに農産物を複合的に取り扱うアグリビジネ
スも含め、地域を総合的にマネジメントできる技術を習得す
ることを目指しています。

■ 自然環境分野
自然環境の営みや成り立ちを深く理解するために、大学が
立地する南九州地域が「希少動植物の宝庫」であることを最
大限に活かし、教育・研究を展開しています。生態的な観点
から、生物の生息空間の保全と共生を図る技術を習得する
ことを目指します。

◆ その他
・毒物劇物取扱い者資格 ・小型移動式クレーン
・刈払機取扱作業者安全衛生教育
・伐木・チェーンソー作業従事者特別教育 ・玉掛け

園芸装飾技能士（2級・3級）造園技能士（2級・3級）

小型車両系建設機械特別教育

専門職に繋がる資格の取得支援

各専門分野に不可欠な資格から、一生自分を支えて
くれる国家資格まで、多岐にわたる資格の取得支援を
行っています。

雨の日も実技練習や作業機械の操作が出来る「全天候型実習場」

農業技術検定



 

東海大学農学部、尚絅大学・尚絅大学短期大学部 共同開発 

「野菜たっぷりヘルシー弁当～熊本の魅力詰め込んだばい！～」について 

                       

                      グループ毎に組み合わせを考えたお弁当 

 

 

 

 

 

   

ソーセージ製造の様子           こんにゃく製造の様子 

   

販売当日の様子              完成したお弁当 

東海大学 農学部 農学教育実習センター 

お弁当は鶴屋百貨店様にて 2019 年 11 月 30 日、12 月 1 日の 2 日間 100 食限定販売を行

い、両日とも昼前には売り切れるほどの大盛況となりました。 

本プロジェクトでは学生が主体となり食材のリストアップから製造・販売までを経験することがで

き、今後のキャリア形成においても非常に有益であったと考えます。 

お弁当には阿蘇実習フィールドの農産加工場で学生たちが製造したボロニアソーセージやこん

にゃくのほか、加工実習で製造したブルーベリージャム、農場で栽培した米（白米、玄米）、サツマ

イモ（ムラサキマサリ、高系 14 号）、ニンジン、ヤーコン、シイタケを使用しており、本学の特色を

存分に生かしたお弁当が完成しました。 

本プロジェクトは尚絅大学・尚絅大学短期大学

部と締結した包括協定の一環で、2018 年秋に発

足し、学生が主体となり「ヘルシー」をコンセプトに

熊本の名産品や隠れた魅力ある食材を伝えるた

めにはどうしたらいいかを考え、食材をリストアッ

プし、数人のグループに分かれて両大学それぞれ

でレシピを考案。本学の学生が食品の機能性を

調べ、尚絅大学の学生がカロリーや塩分量を調整

して、試作や試食会を繰り返しながら 13種類の料

理を完成させました。 

〒869-1404 熊本県阿蘇郡南阿蘇村河陽 
TEL 0967-67-3959（農学教育実習センター事務所） 
FAX 0967-65-8443 
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鹿児島大学農学部附属農場では、社会・地域貢献の一環として、公開講座を開催するとともに、幼稚

園児、小学生を対象とした食育の取り組み、中学生の農場職場体験を行っている。更に、施設の開放

や農場実習の副産物を定期的に販売するなど様々な形で地域市民との交流を図り、社会・地域貢献

に積極的に取り組んている。特に、「公開講座」は、唐湊果樹園、指宿植物試験場、学内農場農事部

の3施設の特徴を活かした体験学習の形で毎年実施している。
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鹿児島大学農学部附属農場 E-mail： nknojo@kuas.kagoshima-u.ac.jp

〒890－0065 鹿児島市郡元1丁目21番24号 Tel：099-285-8771 Fax：099-285-8773

問題を改善するために技術職員間で検討し、学生に伝わりにくいと思われる内容を写真や動画に撮り、タ
ブレット型端末を使って説明することにした。今回はタブレット型端末を利用した2つの事例を紹介する。

鹿児島大学農学部附属農場

社会・地域貢献への活動、「公開講座」

唐湊果樹園
果樹栽培に興味を持って頂くため、毎年7月にブルーベリーの収穫

体験、糖度測定、土つくり、鉢植えなどの体験学習を一般市民および

小学生対象に行っている。

指宿植物試験場

「熱帯果樹を鉢栽培で楽しもう｣

マンゴー、パッションフルーツ、スターフルーツ、

アセロラなどの熱帯果樹について、挿し木、接ぎ

木、取り木などの繁殖方法、土つくり、鉢上げの実

技指導や果実の試食などの熱帯果樹を楽しめる

体験学習を毎年7月～8月に行っている。

「熱帯果樹に触れてみよう」

学内農場農事部

市民農業講座ー⎾野菜作り教室⏌

国分・横川ダイコン、雷エンドウ、島菜、コブタカナなどの「鹿

児島の伝統野菜」の栽培とともに、市販の根菜・葉菜・マメ類

の栽培について、畝立て、播種から収穫までの一連の管理作

業を毎年10月～1月まで行っている。

果樹を身近に感じてみませんか
⎾ブルーベリーの収穫体験⏌

夏休み体験学習
「ブルーベリーを 育ててみよう！収穫してみよう！」

一般市民
対象

小学生
対象

一般市民
対象

一般市民
対象

mailto:nknojo@kuas.kagoshima-u.ac.jp
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